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発 刊 の こ と ば

昭和51年9月 、台風17号 による集中豪雨が当地方に未曽有の大災害をもた ら

してか ら早 くも満2力 年になろうとしています。

この大災害に対 して岡山県災害対策本部をは じめ陸上自衛隊、警察関係者、

消防団及び多数町民各位の献身的なご協力のもとに、適切機敏な救援活動が連

日にわたり、不眠不休で続 けられた結果、漸 くにして窮状を脱することができ

たのでありましてこれ ら関係者に謹んでお礼を申しあげる次第であ ります。

また、 この間全国各地か ら懇篤なご慰問、激励をいただいたことも忘れるこ

とはできません。改めて深甚なる感謝の意を表するものであります。幸いに し

て、その後国、県、その他関係機関のご指導、ご援助と町民のた くましい努力

により、災害復旧事業 もそのほとんどを完成できたことはご同慶に堪えません。

刻 々とはいる被災の情報、 これに対応するための連絡通報などあまりに酷使

した電話機は過熱 して遂に支障を起す程の状態であった当時を回想するとき、

誠に感慨深きを覚えるとともに、 この災害 とその対策の経過を記録 してその中

から多 くの反省 と教訓を学 び取 り将来の災害に備えることは大変意義あるもの

と思い ここに 「台風17号 の災害記録」を編集いたしま したが、これを契機 とし

て平穏で豊かな町づ くりへ一層の精進を期する次第であります。

昭 和53年9月

邑久町長木 下友 次
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第1 気 象 概 況

1.気 象 経 過(資 料:岡 山地方気象台及び大阪管区気象台調査)

昭 和51年9月3日 、 グ ア ム島 南 東 洋 上 に発 生 した 熱 帯 性 低 気 圧 は 、4日15時 台 風17号 に な った。

台 風17号 は ゆ っ く り北 西進 し、7日15時 『大 型 で 非 常 に強 い』 台 風 に な り、 ラサ 島南 方 海 上 に 達 し

た 。8日9時 に は 中心 気 圧910mb、 最 大 風 速60m/sの 台 風 に 発 達 した。 台 風 は い くぶ ん 勢 力 を

弱 め 、速 度 を お と しな が ら北 西 進 し、9日 か ら10日 に か け て沖 縄 の東 海 上 を 通 り、 そ の後 向 き を 北

に 変 え10日 午 後 奄 美 大 島 の 西 方 海 上 を通 った 。一 方 日本 海 を 低 気 圧 が8日 か ら9日 に か け て通 り、

この 低 気 圧 か ら南 西 に の び る前 線 が関 東 か ら四 国 付近 に達 し、 この前 線 は 台 風 が 九 州 西 方 に接 近 す

る頃 まで 停 滞 した。 台 風 は本 邦 に張 り 出 した太 平 洋 高 気 圧 と 、低 気 圧 の通 過 後 日本 海 に 張 り出 して

き た中 国 東 北 区 に 中心 を もつ 高 気 圧 に動 き を は ば まれ 、11日 か ら12日 に か けて 九 州 南 西 海 上 で停 滞

を つ づ け た。 しか し、停 滞 中 も勢 力 は衰 え ず 、12日 早 朝 か ら再 び北 上 を 始 め 、午 後 か らや ゝ北 東 に

向 きを 変 え 、13日1時40分 長 崎 市 付 近 に上 陸 した 。

その 後 加 速 しな が ら佐 賀県 か ら福 岡 市 西 方 を通 り 日本 海 に抜 け 、 日本 海 中 部 を 北 東 に進 み 、14日

6時 日本 海 北 部 で温 帯 低 気 圧 に な った 。

a台 風17号 の特徴

1)九 州南西海上で長時間停滞 した。

2)停 滞中もほとんど衰弱せず、12日 北上を始めた時点で再び勢力を盛りかえ した。

3)台 風が停滞中、台風の東側の遠 く離れた地域で大雨が降り続いた。中国地方では岡山県東部

から鳥取県東部にかけてと、広島県東部に大雨の地域が定着 し、連続的な大雨とな った。

4)台 風の北上にともなう台風そのものの雨量はそれほど多 くなか った。
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3.気 象 観 測 資 料(気 象台資料)

1976SEP12,09hOlm,NOAA4,IR.

気象衛星「ノア」が撮影 した台風

17号と前線による雲(赤 外写真)
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前線の動向

(注)図 中 数 字 は 日時 を 示 す

(例7.21は7日21時)
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総 雨 量 図

(9月8日9時 ～9月14日9時)

(注)単 位 ㎜
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気 象 官 署 観 測 表
〔参 考 〕

官署 岡 山 地 方 気 象 台 津 山 測 候 所

要
素

日時

気 圧

(海 面)

0.1mb

風 向

16方 位

風 速

0.1

m/S

降 水 量

0.5

㎜

天 気
気 圧

(海 面)

0.1mb

風 向

16方 位

風 速

0.1

m/S

降 水 量

0.5

㎜

天 気

8.15 1006.8 ESE 3.1 9.0 ● 1006.9 E 3.0 8.5 ●

21 1006.4 － 0.0 25.0 ◎ 1006.5 SSW 1.3 34.5 ●

9.3 1005.8 ENE 0.7 5.0 1005.9 SE 0.5 2.5

9 1007.4 E 2.7 6.0 ● 1008.2 WSW 0.6 21.5 ●

15 1007.5 NNW 2.7 3.5 ● 1008.1 W 1.8 4.5 ●

21 1010.9 WSW 0.3 21.5 ● 1010.8 ESE 0.5 48.0 ●

10.3 1008.4 E 1.6 15.5 1009.3 ESE 1.6 14.0

9 1008.8 N 2.1 40.0 ● 1009.0 WNW 1.8 56.5 ●

15 1008.5 NE 1.7 25.5 ● 1008.9 WNW 1.6 21.5 ●

21 1009.6 NE 0.9 18.0 ● 1010.5 SE 0.8 18.0 ●

11.3 1008.5 NNE 1.3 13.5 1009.3 SSE 1.8 11.5

9 1008.8 ENE 1.2 6.0 ◎ 1009.4 ENE 2.4 13.0 ●

15 1008.2 NE 2.9 33.5 ● 1008.8 ENE 3.8 29.0 ●

21 1010.4 NE 2.0 36.5 ● 1010.8 SE 0.8 76.5 ●

12.3 1008.5 NE 2.0 36.0 1009.4 SE 0.9 29.0

9 1009.7 ENE 6.0 40.0 ● 1011.6 ESE 1.7 53.0 ●

15 1008.3 E 1.5 24.5 ● 1008.9 W 1.0 18.0 ●

21 1007.3 ENE 3.6 33.0 ● 1007.9 ESE 1.6 20.5 ●

13.3 1002.2 ENE 5.3 5.0 1003.7 ESE 1.6 5.5

8 997.5 E 9.9 ※4.0 ● 998.0 E 6.4 ※3.0 ●

9 996.4 E 10.5 1.0 ● 997.1 ESE 7.2 6.5 ●

10 996.2 ESE 7.1 3.0 ● 995.4 ESE 10.8 7.5 ●

11 995.4 ESE 7.4 0.0 ● 994.4 SE 15.0 5.5 ●

12 994.9 ESE 7.8 0.5 994.1 SE 13.1 3.0 ●

13 995.1 ESE 6.1 - ◎ 994.0 SE 10.4 0.0 ◎

14 996.5 SW 5.0 2.0 ◎ 994.9 SSE 10.4 1.0 ●

15 997.6 SW 8.7- 996.4 S 9.9 0.0 ◎

16 998.3 WSW 8.0 一 ◎ 997.0 S 7.0 一

17 999.5 SW 5.5 一 998.2 SSW 6.7 一

21 1003.1 SW 4.8 一 1002.0 WSW 4.0 -

(注) 降水量の記入

9月8日15時 ～13日3時

※9月13日8時

13日21時

9月13日9時 ～13日17時

→

→

→

前6時 間雨量

前5時 間雨量

前1時 間 雨量
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水 位 観 測 表

水 系 河 川 名 観 測 所 通報水位 警戒水位 最高水位
最高水位
日 時

警戒水位
以上河川

摘 要

吉

井

川

吉 野 川 大 原 1.00 1.50 2.61
日 時

109 ○

〃 湯 郷 2.50 3.50 4.94 1011 ○

吉 井 川 奥 津 1.50 2.50 2.19 1011

加 茂 川 加 茂 1.50 2.50 1.96 1121

吉 井 川 津 山 1.60 2.60 2.90 1121 ○

〃 周 匝 2.50 3.50 4.27 1013 ○

〃

岩戸

3.00 4.00 5.17 1015 ○

〃 和 気 2.50 3.50 4.30 1122 ○

金 剛 川 尺 所 200 3,00 4.40 1117 ○ 災害 激甚

吉 井 川 雄 神 1.50 2.50 3.40 1124 ○

旭

川

月 田 川 月 田 2.00 3.00 2.37 1121

新 庄 川 江 川 2.00 3.00 2.09 1314

目 木 川 目 木 1.20 1.50 1.05 1012

旭 川 勝 山 1.50 2.50 2.40 1315

誕生寺 川 下 神 目 1-00 1.50 2.65 126 ○

旭 川 福 渡 2.50 3.50 3.50 1122 ○

〃 金 川 3.00 4.00 4.40 1123 ○

宇 甘 川 下 加 茂 2.00 2.50 1.50 1119

〃 宇 甘 2.00 2.50 1.86 1121

旭 川 下 牧 4.30 6.70 5.71 127

〃 三 野 6.80 6.74 122

〃 相 生 橋 2.20 4.30 3.77 1214

高

梁

川

高 梁 川 新 見 1.50 2.50 2.06 1313

〃 長 尾 2.50 3.00 5.00 1313 ○

〃 高 梁 3.40 4.40 4.23 1015

成 羽 川 成 羽 3.20 4.20 3.81 1313

小 田 川 山 野 2.00 3.00 3.10 1311 ○

〃 井 原 2.50 3.50 5.71 124

〃 矢 掛 3.00 4.00 5.10 126 ○

高 梁 川 日 羽 8.90 7.86 1315

〃 酒 津 4.50 5.77 1122 ○

そ
の

他

足 守 川 甫 崎 橋 2.50 3.20 2.80 125

中 川 中 川 橋 1・80 2.50 2.53 128 ○
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台 風17号 集 中 豪 雨 に よ る 道 路 浸 水 状 況
(邑久町役場建設課調)

７



A毎 時 雨 量 表(邑 久町役場建設課調)

月 日

時 間

9月8日 9月9日 9月10日

時 間 日 算 通 算 時 間 日 算 通 算 時 間 日 算 通 算

時 時
0～1 0 0 46.5 10.0 10.0 76.5

1～2 1.0 1.0 47.5 7.0 17.0 83.5

2～3 4.0 5.0 51.5 12.0 29.0 95.5

3～4 4.0 9.0 55.5 10.0 39.0 105.5

4～5 2.0 11.0 57.5 4.0 43.0 109.5

5～6 0 11.0 57.5 29.0 72.0 138.5

6～7 0 11.0 57.5 13.0 85.0 151.5

7～8 0 11.0 57.5 6.0 91.0 157.5

8～9 0.5 11.5 58.0 4.0 95.0 161.5

9～10 0 11.5 58.0 4.0 99.0 165.5

10～11 0 11.5 58.0 2.0 101.0 167.5

11～12 0.5 12.0 58.5 6.0 107.0 173.5

12～13 10.0 10.0 10.0 0.5 12.5 59.0 2.0 109.0 175.5

13～14 4.0 14.0 14．0 1.0 13.5 60.0 2.0 111.0 177.5

14～15 5.0 19.0 19.0 1.5 15.0 61.5 4.0 115.0 181.5

15～16 3.0 22.0 22.0 0.5 15.5 62.0 9.0 124.0 190.5

16～17 2.0 24.0 24.0 0 15.5 62.0 1.5 125.5 192.0

17～18 8.0 32.0 32.0 0 15.5 62.0 4.0 129.5 196.0

18～19 5.0 37.0 37.0 0 15.5 62.0 1.5 131.0 197.5

19～20 5.0 42.0 42.0 0 15.5 62.0 2.0 133.0 199.5

20～21 0 42.0 42.0 0 15.5 62.0 3.0 136.0 202.5

21～22 0.5 42.5 42.5 0 15.5 62.0 2.0 138.0 204.5

22～23 1.5 44.0 44.0 2.0 17.5 64.0 4.5 142.5 209.0

23～24 2.5 46.5 46.5 2.5 20.0 66.5 0.5 143.0 209.5

計 46.5 46.5 46.5 20.0 20.0 66.5 143.0 143.0 209.5
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単位:㎜

9月11日 9月12日 9月13日

時 間 日 算 通 算 時 間 日 算 通 算 時 間 日 算 通 算

0 0 209.5 9.0 9.0 413.0 0.5 0.5 559.5

10.0 10.0 219.5 10.5 19.5 423.5 0 0.5 559.5

8.0 18.0 227.5 4.5 24.0 428.0 0 0.5 559.5

1.0 19.0 228.5 10.5 34.5 438.5 0.5 1.0 560.0

2.5 21.5 231.0 6.5 41.0 445.0 0 1.0 560.0

3.5 25.0 234.5 10.0 51.0 455.0 0 1.0 560.0

1.0 26.0 235.5 6.5 57.5 461.5 0.5 1.5 560.5

18.0 44.0 253.5 6.0 63.5 467.5 1.0 2.5 561.5

6.0 50.0 259.5 15.0 78.5 482.5 0.5 3.0 562.0

7.5 57.5 267.0 23.0 101.5 505.5

4.0 61.5 271.0 14.0 115.5 519.5

2.0 63.5 273.0 7.0 122.5 526.5

6.0 69.5 279.0 2.0 124.5 528.5

8.0 77.5 287.0 1.0 125・5 529.5

8.0 85.5 295.0 2.0 127.5 531.5

16.0 101.5 311.0 4.0 131.5 535.5

12.5 114.0 323.5 1.5 133.0 537.0

17.0 131.0 340.5 5.5 138.5 542.5

17.0 148.0 357.5 5.5 144.0 548.0

6.5 154.5 364.0 5.0 149.0 553.0

9.0 163.5 373.0 2.0 151.0 555.0

15.0 178.5 388.0 2.5 153.5 557.5

11.0 189.5 399.0 0.5 154.0 558.0

5.0 194.5 404.0 1.0 155.0 559.0

194.5 194.5 404.0 155.0 155.0 559.0 3.0 3.0 562.0
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B毎 時 雨 量 表(気 象台委託虫明観測所調)

月 日

時 間

9月8日 9月9日 9月10日

時 間 日 算 通 算 時 間 日 算 通 算 時 間 日 算 通 算

時 時
0～1 0 0 38.0 7.0 7.0 67.0

1～2 0 0 38.0 8.0 15.0 75.0

2～3 3.0 3.0 41.0 7.0 22.0 82.0

3～4 7.0 10.0 48.0 14.0 36.0 96.0

4～5 3.0 13.0 51.0 4.0 40.0 100.0

5～6 0 13.0 51.0 24.0 64.0 124.0

6～7 0 13.0 51.0 40.0 104.0 164.0

7～8 0 13.0 51.0 13.0 117.0 177.0

8～9 0 13.0 51.0 1.0 118.0 178.0

9～10 0 13.0 51.0 6.0 124.0 184.0

10～11 0 13.0 51.0 3.0 127.0 187.0

11～12 0 13.0 51.0 10.0 137.0 197.0

12～13 5.0 5.0 5.0 1.0 14.0 52.0 3.0 140.0 200.0

13～14 2.0 7.0 7.0 0 14.0 52.0 4.0 144.0 204.0

14～15 2.0 9.0 9.0 0 14.0 52.0 7.0 151.0 211.0

15～16 4.0 13.0 13.0 0 14.0 52.0 7.0 158.0 218.0

16～17 4.0 17.0 17.0 1.0 15.0 53.0 2.0 160.0 220.0

17～18 5.0 22.0 22.0 0 15.0 53.0 2.0162.O 222.0

18～19 6.0 28.0 28.0 0 15.0 53.0

0

162.0 222.0

19～20 6.0 34.0 34.0 0 15.0 53.0 3.0 165.0 225.0

20～21 1.0 35.0 35.0 0 15.0 53.0 5.0 170.0 230.0

21～22 0 35.0 35.0 1.0 16.0 54.0 4.0 174.0 234.0

22～23 1.0 36.0 36.0 3.0 19.0 57.0 4.0 178.0 238.0

23～24 2.0 38.0 38.0 3.0 22.0 60.0 1.0 179.0 239.0

計 38.0 38.0 38.0 22.0 22.0 60.0 179.0 179.0 239.0
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単位:㎜

9月11日 9月12日 9月13日

時 間 日 算 通 算 時 間 日 算 通 算 時 間 日 算 通 算

5.0 5.0 244.0 8.0 8.0 648.0 0 0 770.0

37.0 42.0 281.0 5.0 13.0 653.0 0 0 770.0

10.0 52.0 291.0 2.0 15.0 655.0 0 0 770.0

1.0 53.0 292.0 21.0 36.0 676.0 0 0 770.0

5.0 58.0 297.0 7.0 43.0 683.0 0 0 770.0

6.0 64.0 303.0 11.0 54.0 694.0 0 0 770.0

6.0 70.0 309.0 10.0 64.0 704.0 2.0 2.0 772.0

15.0 85.0 324.0 5.0 69.0 709.0 3.0 5.0 775.0

30.0 115.0 354.0 14.0 83.0 723.0 4.0 9.0 779.0

8.0 123.0 362.0 8.0 91.0 731.0 1.0 10.0 780.0

6.0 129.0 368.0 14.0 105.0 745.0 0 10.0 780.0

6.0 135.0 374.0 3.0 108.0 748.0 0 10.0 780.0

11.0 146.0 385.0 3.0 111.0 751.0 0 10.0 780.0

18.0 164.0 403.0 0 111.0 751.0 4.0 14.0 784.0

45.0 209.0 448.0 2.0 113.0 753.0 1.0 15.0 785.0

24.0 233.0 472.0 3.0 116.0 756.0

36.0 269.0 508.0 1.0 117.0 757.0

23.0 292.0 531.0 3.0 120.0 760.0

17.0 309.0 548.0 6.0 126.0 766.0

21.0 330.0 569.0 2.0 128.0 768.0

25.0 355.0 594.0 1.0 129.0 769.0

19.0 374.0 613.0 0 129.0 769.0

9.0 383.0 622.0 0 129.0 769.0

18.0 401.0 640.0 1.0 130.0 770.0

401.0 401.0 640.0 130.0 130.0 770.0 15.0 15.0 785.0
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C毎 時 雨 量 表(長 島気象観測所調)

月 日

時 間

9月8日 9月9日 9月10日

時 間 日 算 通 算 時 間 日 算 通 算 時 間 日 算 通 算

時 時

0～1 3.0 3.0 49.0 3.0 3.0 78.0

1～2 1.0 4.0 50.0 3.0 6.0 81.0

2～3 2.0 6.0 52.0 5.0 11.0 86.0

3～4 6.0 12.0 58.0 5.0 16.0 91.0

4～5 3.0 15.0 61.0 12.0 28.0 103.0

5～6 1.0 16.0 62.0 26.0 54.0 129.0

6～7 0 16.0 62.0 30.0 84.0 159.0

7～8 0 16.0 62.0 24.0 108.0 183.0

8～9 0 16.0 62.0 1.0 109.0 184.0

9～10 0 16.0 62.0 7.0 116.0 191.0

10～11 0 16.0 62.0 4.0 120.0 195.0

11～12 1.0 1.0 1.0 0 16.0 62.0 14.0 134.0 209.0

12～13 6.0 7.0 7.0 1．O 17.0 63.0 3.0 137.0 212.0

13～14 2.0 9.0 9.0 0 17.0 63.0 2.0 139.0 214.0

14～15 3.0 12.0 12.0 0 17.0 63.0 6.0 145.0 220.0

15～16 6.0 18.0 18.0 0 17.0 63.0 8.0 153.0 228.0

16～17 4.0 22.0 22.0 0 17.0 63.0 3.0 156.0 231.0

17～18 5.0 27.0 27.0 0 17.0 63.0 1.0 157.0 232.0

18～19 8.0 35.0 35.0 0 17.0 63.0 0 157.0 232.0

19～20 6.0 41.0 41.0 3.0 20.0 66.0 4.0 161.0 236.0

20～21 2.0 43.0 43.0 0 20.0 66.0 3.0 164.0 239.0

21～22 1.0 44.0 44.0 2.0 22.0 68.0 3.0 167.0 242.0

22～23 1.0 45.0 45.0 3.0 25.0 71.0 6.0 173.0 248.0

23～24 1.0 46.0 46.0 4.0 29.0 75.0 5.0 178.0 253.0

計 46.0 46.0 46.0 29.0 29.0 75.0 178.0 178.0 253.0
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単 位:ｍ ｍ

9月11日 9月12日 9月13日

時 間 日 算 通 算 時 間 日 算 通 算 時 間 日 算 通 算

13.0 13.0 266.0 12.0 12.0 806.0 0 0 966.0

44.0 57.0 310.0 6.0 18.0 812.0 0 0 966.0

16.0 73.0 326.0 5.0 23.0 817.0 0 0 966.0

1.0 74.0 327.0 36.0 59.0 853.0 0 0 966.0

6.0 80.0 333.0 11.0 70.0 864.0 0 0 966.0

8.0 88.0 341.0 11.0 81.0 875.0 0 0 966.0

7.0 95.0 348.0 13.0 94.0 888.0 1.0 1.0 967・0

18.0 113.0 366.0 11.0 105.0 899.0 2.0 3.0 969.0

45.0 158.0 411.0 16.0 121.0 915.0 3.0 6.0 972.0

9.0 167.0 420.0 18.0 139.0 933.0 2.0 8.0 974.0

5.0 172.0 425.0 9.0 148.0 942.0 0 8.0 974.0

8.0 180.0 433.0 4.0 152.0 946.0 0 8.0 974.0

52.0 232.0 485.0 3.0 155.0 949.0 0 8.0 974.0

56.0 288.0 541.0 1.0 156.0 950.0 1.0 9.0 975.0

38.0 326・0 579.0 2.0 158.0 952.0 1.0 10.0 976.0

29.0 355.0 608.0 2.0 160.0 954.0

36.0 391.0 644.0 2.0 162.0 956.0

18.0 409.0 662.0 2.0 164.0 958.0

11.0 420.0 673.0 3.0 167.0 961.0

20.0 440.0 693.0 2.0 169.0 963.0

35.0 475.0 728.0 2.0 171.0 965.0

27.0 502.0 755.0 1.0 172.0 966.0

19.0 521.0 774.0 0 172.0 966.0

20.0 541.0 794.0 0 172.0 966.0

541.0 541.0 794.0 172.0 172.0 966.0 10.0 10.0 976.0
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第2 災 害 情 報

9月8日

時 分

15:30

9月9日

7:00

14:30

9月10日

6:20

7:00

8:20

17:00

9月11日

1:45

1:50

2:00

8:50

9:15

9:20

・大雨注意報発令。(岡 山地方気象

台)

・大 雨 情 報 第1号 。(岡 山 地 方 気 象

台)

・大 雨 注 意 報 。(更 新)

・大雨情報第2号 。

・水防警戒体制に入る。

・大雨洪水警報発令。

・邑久町災害対策本部を設置する。

前 日の大雨注意報に続き、午前

8時20分 大雨洪水警報が発令、注

意体制にあったが、東部地域の降

雨多 く、17時 災害対策本部を設置

本部会議を開 く。本庁第1、 第2

要員、裳掛地区職員は全員警戒要

員として残留する。

虫明地区内小河川氾濫により、

池田部落浸水等被害が出始め消防

団裳掛分団(以 下○○分団)出 動

した。

・敷 井 地 区 一部 住 居 浸 水 の 連 絡 あ り

玉津 分 団 出 動 。

・玉津 ・裳 掛 地 区停 電 。

・知 尾 地 内高 潮 に よ る浸 水 。 床 上2

戸 、 床 下28戸 。 本 部 よ り水 防 資材

配 送 。

・虫 明 地 内 断 水 。

・町 道 瀬溝 ・扇 線 交 通 不 能

・有 線 放 送 を 通 じ、 全 町 に警 報 各 自

可能 な 対 策 を 呼 び か け る。

14

9:45

10:40

11:05

11:40

12:00

12:20

12:40

12:50

13:20

13:50

14:00

14:10

14:40

14:50

15:00

15:20

15:30

15:45

15:50

16:00

・愛 生 園 よ りの 自衛 隊要 請 を 県 本 部

へ 連 絡 。

・県 道 虫 明 ・長 浜 線 道 路 応 急 開 通 す

る。 三 谷 土 砂 崩 れ 復 旧 。

・町道 北 池 線 交 通 止 め。

・福 中 部 落 よ り土 の う要 請 あ り。

・干 田川 ・香 登 川増 水 、地 元 住 民 出

動 、堤 防 補 強 の た め 土 の う積 作 業

始 め る。

・裳 掛 支 所 へ 土 の う1 .300俵 、杭100

本 配 送 。

・光 明 園 へ 土 の う300俵 、山 土1車

(8t車)配 送 。

・峨 城 山 の箕 輪 墓 地 山 崩 れ で 建 設 課

出動 。

・豊 原 分 団 、猫 の 鼻 へ 出 動 。

・今 城 分 団 へ 土 の う200俵 、 福 田 分

団 へ土 の う400俵 を 配送 。

・干 田川 福 元地 内 へ 氾 濫 始 ま る。

・福 元 部 落 へ 山 土18㎡ 、土 の う1.000

俵 配 送 。

・交 通 不 能 か所 の有 線 放送 。

庄 田 白 坂 池 土 の う300俵 、 杭30

本 配 送 。

・干 田川 の増 水 で 福 元 橋 ・知 万 橋 の

橋 桁 危 険 とな り、福 田 、豊 原 分 団

出動 。

・瀬 溝 道 路 交通 不能 。

・円張 部 落 へ土 の う100俵 配 送 。

・今 城 分 団 出動 、 土 の う200俵 配送 。

・福 田 分団 出動 、土 の う1,200俵 配送 。

・福 谷 笹 な ぎ地 内 山 崩 れ 。

・愛 生 園 よ りの 自衛 隊 要 請 を 県 本 部

へ連 絡 。

・岩 端 地 内 山 崩 れ 。

・千町 部 落 の 浸 水 始 ま る。

西部 地 域 へ 避 難 等 対 策 を 有 線 放

送 で連 絡 。



16:10

16:15

16:20

16:22

16:25

16:30

16:50

17:00

17:05

17:08

17:10

17:15

17:20

17:30

17:45

18:00

18:25

18:45

・本 庄 分 団 へ 土 の う100俵 配送 。

・福 田 分 団 へ 土 の う2 .000俵 配 送 。

・福 中 集乳 所 へ 山 土1台(8t車)

配 送 。

・福 元 橋 付 近 へ 山 土1台(8t車)

配 送 。

・尻 海 地 内停 電 。

・大 土 井 部 落 へ 土 の う100俵 配 送 。

・大 富 川 田部 落 住 家 床 下 浸 水 。

・石堂 部 落 へ 土 の う100俵 配 送 。

・北 池 部 落 へ 連 絡 用 舟 廻 送 。

・虫 明 地 内及 び 愛 生 園 ・光 明 園電 話

不 通 。

・愛 生 園 病 棟6棟 倒 壊 、 看 護婦 宿 舎

2棟 倒 壊 寸 前 との 連 絡 あ り。

・福元 部 落 へ 土 の う850俵 配送 。

・裳 掛 支 所 へ 土 の う200俵 配送 。

・虫 明 瀬戸 部 落20戸 、 邑久 町 漁 協 へ

避 難 。

・高 助 、堤 防 決壊 。

・大 用 水 よ り東 側 一 帯 の浸 水 始 まる。

部 落 委 員 を 通 じ対 策 を 呼 び か け

る 。

・福 元 部 落 へ 山 土2台(8t車)配 送。

・今 城 分 団 へ土 の う300俵 配送 。

・玉 津 小 校 庭 崩 壊 。

・豊 原 長 谷 川 橋 危 険 。

・千 町 部 落 住 家 浸水 始 ま る 。

・断 水 中の 愛 生 園 に給 水 を 要 請 、水

産 試 験 場 の船 を 手 配 。

・潤 徳 部 落 へ土 の う100俵 配 送 。

・東 部 有 線 で 裳 掛 地 区危 険 か所 の住

民 へ 避 難 す る よ う放 送 。

・福 山 部 落 へ 土 の う200俵 配 送 。

・小 物 屋 部 落 へ 土 の う120俵 配送 。

・福 山部 落 へ 山 土2台(8t車)配 送 。

・福 田 分 団 へ 土 の う2.000俵 配 送 。

・潤 徳 部 落 へ 土 の う400俵 配送 。

・小 物 屋 部 落 よ り 、防 災 工 事 の応 援

を 求 め られ 、 邑 久 分 団 へ 出動要 請 。

・今 城 分 団 へ 土 の う400俵 配 送 。
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19:15

19:25

19:45

19:50

19:55

20:00

20:20

20:40

21:00

21:20

21:25

21:40

21:50

21:55

22:00

22:10

22:30

22:40

23:00

・大橋 部 落 へ 土 の う400俵 配送 。

・錦 海 塩 業 社 宅 住 民 玉 津 小 へ 避 難 。

・お ぶ の 坂 土 砂 崩 れ の た め交 通止 め。

・上 笠 加 部 落 裏 山の 山鳴 り。

・福 元 部 落 へ 土 の う600俵 配 送 。

・水 産 試験 場 の 船 、愛 生 園 接 岸 不 能

との 事 、玉 野 海 上 保 安 部 の 船 に 依

頼 。

大 用 水 西地 域 の 浸 水 始 ま る 。夜

にか け 関係 地 区 消 防 団 、 自警 団 に

よ り干 田川 、 大用 水 の 堤 防 補 強 工

事 を 行 い 大 量 の土 の うを 追 加 手 配

避 難 所 の 設 置 を した 。

・上 笠 加 部 落 へ 土 の う400俵 配 送 。

・石 堂 地 内河 川 決壊 の恐 れ あ り。

・小 物 屋 部 落 へ 土 の う600俵 配 送 。

・豆 田南 地 内 交 通 不 能 。

・更 谷 池 決 壊 尻 海 西 部 落床 下 浸 水 。

・大土 井 明 見 川 堤 防 決壊 。

・千 町 部 落 床 上 浸 水 の た め 、 女 子 、

子 供 中 央 公 民 館 へ 避 難 。

愛 生 園 へ 本 部 職 員 派遣 、牛 窓 港

か ら急 行 の船 に乗 船 す 。

・虫 明 浜 部 落1戸 土 砂 崩 壊 。

・瀬 溝 部 落3戸 避 難 。

・夢 の 郷 住 民 「夢 その 」の2階 へ避 難 。

・上 笠 加 部 落 へ 土 の う600俵 配 送 。

・小 物 屋 部 落 へ 土 の う600俵 配送 。

・県 よ り土 の う3 .000俵 到 着 。

・大 賀 島 部 落 へ の 交 通 不 能 。

・潤 徳 部 落 床 下 浸 水 対 策 の準 備 。

・今 城 分 団 へ 土 の う400俵 配送 。

・愛 生 園 と の電 話 不 通 の た め 、 同 園

と の連 絡 は無 線 に よ り、牛 窓 警察

署 を経 由 、 町 ・県 本 部 に対 し行 う。

・仁 生 田 部 落 浸 水 始 ま る 。

・小 物 屋 部 落 へ 山土8m3配 送 。

・レ ス トタ ウ ン邑久 部 落 へ 土 の う50

俵 配送 。

・箕 輪 部 落 へ 土 の う400俵 配送 。

・下 笠 加 部 落 へ 土 の う600俵 配送 。



23:20・ 愛 生 園 よ り無線 連 絡 に よ る 。

・自衛 隊 の要 請 を 県 本 部 へ連 絡 。

9月12日

0:00

0：05

0:30

0:40

0:45

2:00

2:30

2:55

3:20

5:00

6:00

7:00

7:05

7:20

・災 害 救 助 法 適 用 さ れ る 。

・向 山谷 部 落 へ 土 の う40俵 配送 。

・豊 安 部 落 孤 立者 救 出活 動 。

・下 笠 加 部 落 へ土 の う400俵 配送 。

・愛 生 園 よ り被害 状 況 報告 あ り。

県 本 部 へ 連 絡 、4棟10戸 倒 壊 、

が け崩 れ に よ る危 険 病 棟35棟50戸 、

床 下 浸 水30棟200名 避 難 、水 ・食

糧 な し

重 症 患 者 病 棟 以 外 は停 電 。

・県 警機 動 隊 第1便 が11日22:30出

発 、第2便23:20出 発 医 師 同伴 。

・上 笠 加 部 落裏 山 崩壊 住 家2戸 半 壊

危 険 に よ り約20名 が 公 会 堂 へ 避

難 。

・福 元 部 落 へ土 の う100俵 配送 。

・豊 安 部 落 住 民6名 中 央公 民 館 へ 避

難 。

・千 町 部 落 住 民 に避 難 命 令 。

・裳 掛 地 区住 民 に避 難命 令 。

16戸76名

中 央 公 民 館 、 邑久 中学 校 、 裳掛

漁 協 へ避 難 。3:00現 在 で 判 明 した

被 害 は全 町 床 上 浸 水177戸 、 床 下

浸 水359戸 と な る。

・千町 部 落 内私 有 の 舟 を借 上 げ 。

大 用 水 西 一 帯 に お いて 床 上 浸水

始 ま る。

・愛 生 園手 配 の給 水 船風 の た め 出航

不 能 。

愛 生 園 に対 す る救 援物 資 配 送 方

県 対 策 本 部 に対 し要 請 。

・千 町 部 落 よ り救 援 依 頼 あ り。

・水 産 試 験 場 よ りボ ー ト1隻 到 着 。

・間 口部 落17名 避 難 。

・福 山部 落 へ 土 の う200俵 山 土1台

(8t車)配 送 。
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9:45

9:50

10:20

10:50

11:00

11:10

12:00

12:40

13:40

14:00

14:10

14:45

15:00

17:00

17:10

17:45

18:00

18:05

18:40

19:00

・福 元 部 落 へ 山土2台(8t車)配 送 。

・橋 本 部 落 へ 山土1台(8t車)配 送 。

・豊 安 部 落 の 被 災 者 救 出 。

・間 口部 落 裏 山崩 壊2戸 納 屋等 倒壊 。

・瀬 戸 東 部 落1戸 住 家倒 壊 の 恐 れ あ

り裳 掛 分 団 出 動 。

・レ ス トタ ウ ン邑久 部 落へ土 の う200

俵 配 送 。

役 場庁 舎 床 下 浸水 重要 書 類 の 移

動 を行 う。

・藤 峠 部 落 の 下 の池 決壊 寸前 。

・大 土 井 部 落 へ 土 の う200俵 配 送 。

・電 々公 社 尾 張 基地 確 保 の た め 山 土

4m3、 土 の う200俵 太陽 建 設K．Kよ

り 人 夫 出動 。

・県 警 無 線 隊 町 役 場 に 駐留 し、 終 日

長 島 と連 絡 。

本 部 員 ・消 防 団 員 に よ りボ ー ト、

川 舟 に よ る救 出作 業 。

・裳掛 支 所 へ 土 の う2 .000俵 配 送 。

・駅 前 部 落 よ り公 民 館 へ8名 避 難 。

・邑久 団 地 へ 土 の う30俵 配 送 。

・仁 生 田部 落1名 救 出 の た め 、 ボ-

ト出動 。

・邑久 中 学 校 へ避 難 人 員27名 。

・愛 生 園 へ の 救 援 物 資 倒 着 、道 路 不

通 の た め 、下 寺 公 会 堂 を 中継 して

配送 。

・福 元 部 落 へ 土 の う200俵 配送 。

・南 大 土 井 部 落 へ土 の う600俵 配送 。

・福 元 部 落 へ 山 土2台(8t車)配 送 。

・間 口 ・前 泊 部 落 へ飲 料水 供 給 。

・上笠 加 西 部 落20戸 公 会 堂 へ 避 難 。

・高 助 部 落 内河 川 決壊 。

・田 渕 部 落40戸 床 上 浸 水 。

・病 院 よ り炊 事 人輸 送 の依 頼 あ り。

・裳 掛 支 所 よ り土 の う3 .000俵 、 杭

100本 配 送 の依 頼 あ り、 虫 明 方 面

へ の 交 通 路 遮 断 の た め 陸 路 片 上 港

よ り船 で 配 送 。

・県 対 策 本 部 よ り ゴム ボ-ト3隻 到



9月13日

0:05

4:30

6:30

7:45

9:50

10:10

10:30

10:40

10:45

11:00

12:05

12:46

14:15

14:50

着 、 夜 半 ま で救 援 作 業 続 く。

・光 明 園 被 害 家 屋2戸 、 が け崩 れ に

よ る危 険 病 棟2棟32名 と家 屋3戸

12名 避 難 、 園 内 道 路 不 通3か 所 、

県 本 部 へ連 絡 。

・暴 風 雨 ・洪 水 ・波 浪 ・高 潮 警 報 発

令 。

・物 資 輸 送 の愛 生 園 ち ど り号 出航 不

能 、玉 野 海 上 保 安 部 へ 出船 依 頼

(た ま な み 号)11時40分 宇 野 港 を

出航 。(県 よ り)

・自衛 隊 救 護 班到 着 。

自衛 隊 、 町 職 員 にて 浸 水 地 域 に

対 して 舟 艇 で 救 援 活 動 。

・愛 生 園 配送 物 資 の 防 水 用 シー ト要

請 、愛 生 園停 電 復 旧工 事 の抜 術 者

派 遣 要 請 。

・愛 生 園 向 け 水 道 工 事 修 理 班 陸 路 出

発 。

・敷 井部 落 へ 土 の う200俵 配送 。

・裳 掛 支 所 へ 土 の う5 .200俵 、杭100

本 配送 。

・田 渕部 落 、 公 会 堂 へ10名 避 難 。

・裳 掛 地 区 土 砂 崩 れ 多 発 に よ り 自衛

隊 の救 援 を 要 請 。

西 部 一 帯 の 浸 水 続 き 、 自衛 隊 の

応 援 を得 て 、 町 本 部 員 の ボ ー トに

よ る救 援 活 動 終 日続 く。

・豆 田 南 床 上 浸 水5戸 、床 下浸 水15

戸 。

・豊 安 地 内 派 遣 活 動 中 の 自衛 隊 員3

名 で は 不 足 のた め 、 ボ ー ト増 隻 要

請。

・愛 生 園 ・光 明 園 負 傷 者 な し。(警

察 通 信)

・愛 生 園 救 援 物 資受 授 完 了。

・派 遣 医 師 団 宇 野 港 へ 帰 る 。

・被 害 全 壊12戸 、半 壊13戸 。

・各 種 警 報 を 注 意 報 に切 替 、 台 風 次

17

第 に お さ ま る。

庄 田 ・高助 ・裳掛 方 面 へ の水 防

資 材手 配 す る も輸 送 困 難 。

19:30・ 風 雨 ・波 浪 ・洪 水 注 意 報 解 除 。

9月14日

8:00

9:08

9月15日

9月16日

9月17日

9月18日

9月19日

・救援活動のため自衛隊幹部裳掛地

区状況査察。

西部地域減水 し始める。

避難 所利用者14人 に減る。

・愛生園への給水14日 か ら給水船

(5t)で1日2回 送水する。

邑久牛窓水道企業団職員が虫明

港へ出向き給水に立会。

・千町等低地帯を残 しほぼ道路通行

可能。

・防疫作業、被害状況調査開始。

・愛生園へ町消防団27名 出動。

・終 日園内の応急救援活動を行 う。

自衛隊500名 、町消防団出動 、

裳掛地区内の住居内崩土除去作業

にあたる。

本部は防疫作業、調査作業、救

援物資配給作業を行 う。

・社会党県議団調査に来町。

・議会全員協議会を開き、被災者救

援対策等協議。

・県道 瀬 西大寺線(虫 明方面)全

面開通。

・国の調査団(建 設政務次官)に 対

し、対策を陳情す。

・建設省地すべり調査班来町。



・臨時議会を招集1 ,000万 円の応急

対策費をもって事態収拾をはかる

ことを決め、即 日災害対策特別委

員会を設置非常態制を しく。

9月22日

・自由民主党調査団来庁。

9月23日

9月20日

・9:00を も っ て 邑 久 町 災害 対 策 本

部 解 散 。

・平常 業 務 と して事 後 処 理 に あた る。

・建設大臣に干田川 ・千町川の抜本

的改修について陳情。(備 前市三

石支所にて)

9月29日

9月21日

・建 設省 に対 し、 干 田川 ・千 町 川 の

改修 に つ い て 陳 情 。

・衆議院災害対策特別委員会来県、

対策を陳情。

自衛隊機の臨時ヘリポート

(福 谷)

邑
久
町
長
に
贈
ら
れ
た
感
謝
状
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第3被 災 概 況

本町では、9月8日 昼過ぎか ら降雨が始まり、その後間断なく降り続 き、13日 までの6日 間の連続

降雨量は、虫明で785㎜ 、長島では1,000㎜ に近い雨量を記録 し、年間総雨量のほとんどをこの間

で降りつくすという本町未曽有の大雨であった。

このため、本町の西部は、平担な水田地帯であり、主要河川の干田川、千町川の氾濫により、全域

にわたって浸水 した。しかも中心部を流れる千町川は海抜0メ ー トルであるため、満潮時においては

排水不能、干田川も又吉井川の増水により自然排水が十分でないという地形的要因から浸水が長びい

たため住家の浸水被害はもとより、折から開花期の水稲の長期冠水により被害を一層大きくした。

また東部は山間部地帯であるため、急傾斜地崩壊により、住宅、農地、農業施設等への被害が甚大

であった。

(1)住 家 の 被 害 状 況

市町村事 項 邑 久 町 岡 山 県 摘 要

人
的
被
害

死 者 0人
人19

行 方 不 明 0 0

負 傷 者 0 116 重傷45人 、軽傷71人

住

家

の

被

害

全

壊

戸 数 24戸
戸143

世 帯 数 25 147

人 員 51 476

流

失

戸 数 0 14

世 帯 数 0 14

人 員 0 45

半

壊

戸 数 47 520

世 帯 数 47 521

人 員 116 1,939

床
上
浸
水

戸 数 456 4,708

世 帯 数 456 4,712

人 員 1,882 17,335

床
下
浸
水

戸 数 1,526 30,159

世 帯 数 1,531 30,159

人 員 5,074 102,598

一

部

破

損

戸 数 84 594

世 帯 数 84 594

人 員 148 2,009

計

戸 数 2,137 36,138

世 帯 数 2,143 36,153

人 員 7,271 124,402

非

住

家

全 壊 戸 数 1 131

半 壊 戸 数 7 39

一 部 破 損 0 109
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(1)の 再 掲

長島愛生園及び邑久光明園被害状況
(長島愛生園 ・邑久光明園調)

項 目 長 島 愛 生 園 邑 久 光 明 園 計

全 壊 15棟(住 家9、 非 住家6) 5棟(住 家1、 非 住家4) 20棟

半 壊 14棟(住 家10、 非 住 家4) 0 14棟

土 砂 流 入 22棟(住 家20、 非 住家2) 7棟(職 員 官 舎) 29棟

床 下 浸 水 120棟 17棟(病 舎10、 職 員官 舎7) 137棟

危 険 家 屋 0 4棟(日 蓮 、 真 言 、 真 宗 、 天 理 の4寺) 4棟

被 災 人 員 216人(入 園 者190、 職 員26) 40人(入 園 者10、 職 員12、 学 生18) 256人

山 ・ 崖 崩 れ 120カ 所 49カ 所 169カ 所

道 路 崩 壊 25カ 所 10カ 所 35カ 所

そ の 他 給 水 設備 、給 食設 備 、浄化 設 備他 給 水設 備 、焼却 炉 他

概 算 被害 額

建 物212百 万円

設 備 ・工 作 物106百 万円1,388百 万 円

土 地1,070百 万円

建 物42百 万 円

設 備 ・工 作 物17百 万 円599百 万円

土 地540百 万 円

1,987百 万 円



(2)農 林水産商工関係被害状況

区 分 種 別
被害面積又

は箇 所 数
被害の態様 被 害 額 主 た る被 害 地 域

hａ 千円

水 稲 1,097 流 失 、 埋 没 898,923 町 内一円
冠 水

野 菜 は く さ い 5 枯 損 6,000 虫 明 、 福 谷 、 尻海 、 他

農
ば れ い し ょ 35 枯 損 、 流 失 12,600 町内一円

林 豆 類 大 豆 3 枯 損 663 〃

水
果 樹 み か ん 0.37 流 失 333 虫 明 、 福 谷 、庄 田 、尻 海

ぶ ど う 0.60 流失、棚転倒 2,640 〃

産

小 計 921,159

物
千円

家 畜 豚 38頭 死 亡 、 浸 水 1,640 尾張、下 山田
関

鶏 5,700羽 死 亡 、 浸 水 6,840 北 島

係
牛 乳 牛 乳 35.74t 廃 棄 3,850 町内一円

小 計 12,330

山 地 地 す べ り 72カ 所 山 腹 崩 壊 188,844 町内山林一円
山 渓 流 荒 廃

林 道 16カ 所 埋 没 崩 壊 12,308 通 山 、八反 、 坂 田 、 林 道

地
小 計 201,152

漁

業
漁 具 つ ぼ あ み 1基 一 部 破 損

144 虫 明

施

設 小 計 144

商 商 品 食 品 、 雑 貨 浸 水 、 流 失 243,440 邑久 、 福 田 、今 城 、豊 原

衣料品 本庄、各地 区
工

業 設 備 210,600

関

係 454,040

合 計 1,588,825
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(3)水 稲程度別被害状況

地区名

共 済 引

受 面 積

A(
ha)

10ア ー ル

当 た り

平 年 収 量

B(
kg)

平 年 収 量

A×B=C

(t)

被 害 程 度 別 面 積

(ha)
被 害 量

D(
t)

農 業 共 済

支払共済金

円
70%以 上

70%～

30%
30%以 下 計

邑 久 243 490 1,191 149 63 31 243 660 92,614,830

福 田 207 487 1,008 12 44 151 207 220 10,703,490

今 城 209 492 1,028 84 78 47 209 455 59,961,720

豊 原 147 497 731 84 45 18 147 399 55,994,190

笠 加 136 482 656 27 87 22 136 224 29,873,340

本 庄 197 467 920 132 35 30 197 578 80,859,450

玉 津 59 404 238 13 17 29 59 76 7,793,730

裳 掛 61 382 233 12 17 32 61 78 7,984,200

計 1,259 477 6,005 513 386 360 1,259 2,690 345,784,950

(4)治 山、林道関係被害状況(復 旧実績)

地
区

工
種

笠 加 本 庄 玉 津 裳 掛 計

カ所 事 業 費 カ所 事 業 費 カ所 事 業 費 カ所 事 業 費 カ所 事 業 費

緊 急 治 山 4

千円

56,779 1

千円

18,300 11

千円

78,397

千円
一 16

千円

153,476

林地崩壊防止 1 1,790 一 2 10,250 1 10,429 4 22,469

林地災害防止 一 一 1 1,500 一 1 1,500

林 道 災 害 - - 4 2,087 8 5,834 12 7,921

計 5 58,569 1 18,300 18 92,234 9 16,263 33 185,366
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(5)農 地 。農業用施設関係被害状況(査 定)
(単位 千 円)

区分
地区別

工種 邑 久 豊 原 笠 加 本 庄 玉 津 裳 掛 計

公

共

水 路
カ所 カ所 カ所 カ所 カ所 カ所 カ所

58,491
- - 一 - 一 一 4 2,093 14 27,689 16 28,709 34

農 道 一
-

-
- 1 1,156 3 2,484 37 28,141 70 67,529 111 99,310

橋 梁 - 一 一 一 一 一 一 一 一 -

2 1,575 2 1,575

た め 池 - 一
- - 1 1,889 4 4,238 13 21，344 3 4,344 21 31,815

農 地 1 166 1 297 一 一 4 788 52 28,369 32 20,390 90 50,010

計 1 166 1 297 2 3,045 15 9,603 116 105,543 123 122,547 258 241,201

小
・

単

災

起
債

水 路 - - 一 一 一 一 3 179 4 214 1 99 8 492

農 道 一 一 - - 一 一 1 240 5 2,392 8 2,695 14 5，327

た め 池 一 一 一 - 一
-

- ー 1 239 一 一 1 239

農 地 一 . 1 59 - 一 3 211 1 35 5 309 10 614

計 - 一 1 59 - 一 7 630 11 2,880 14 3,103 33 6,672

計

水 路 -
- - 一

一 一 7 2,272 18 27,903 17 28,808 42 58,983

農 道 一 - 一 一 1

.

1,156 4 2,724 42 30,533 78 70,224 125 104,637

橋 梁 一
- 一 一 一 一 一 一 一 - 2 1,575 2 1,575

た め 池 一
- 一 - 1 1,889 4 4,238 14 21,583 3 4,344 22 32,054

農 地 1 166 2 356 一 一 7 999 53 28,404 37 20,699 100 50,624

計 1 166 2 356 2 3,045 22 10,233 127 108,423 137 125,650 291 247,873



(6)土 木関係被 害状況(査 定)

(単 位 千 円)

24

地区
別 邑 久 今 城 豊 原 笠 加 本 庄 玉 津 裳 掛 計

公

共

河 川

カ所

7 21,611

カ所

－ -

カ所

1 1,640

カ所

1 4,249

カ所

10 26,910

カ所

17 40,644

カ所

13 34,983

カ所

49 130,037

道 路 5 3,457 3 2,722 8 5,024 - － 8 6,872 14 14,512 35 48,870 73 81,457

計 12 25,068 3 2,722 9 6,664 1 4,249 18 33,782 31 55,156 48 83,853 122 211,494

単

町

河 川
一

- 一 一 1 183 － 一 2 332 1 142 2 232 6 889

道 路 3 278 3 442 2 620 5 647 6 798 8 829 8 1,472 35 5,086

計 3 278 3 442 3 803 5 647 8 1,130 9 971 10 1,704 41 5,975

合 計 15 25,346 6 3,164 12 7,467

-

6 4,896 26 34,912 40 56,127

-

58 85,557 163 217,469



(7)学 校 関 係 被 害 状 況

学 校 名 被 害 内 容 被 害 額

一

玉 津 幼 稚 園 園 地 法面崩 壊(長 さ6m)

千円

489

裳 掛 〃 運動場冠 水土砂流失(431ｍ3)運 動場 法面 崩壊(長 さ18m) 1,040

玉 津 小 学 校 校 地 法面 崩壊(長 さ29.9m)法 面崩壊 、 土砂 流入(33.0ｍ3) 4,827

裳 掛 小 学 校

放 送小 屋 倒壊(27㎡)校 地 法面崩 壊(長 さ13m)

土 砂 流入(103.0m3)運 動場冠 水、土砂流失(4,082㎡)

プ ール設備 破損

4,633

裳 掛 中 学 校 屋 体 コ ン ク リー ト土 間 破 損(35㎡)、 校 地 土 砂 流 入(113m3) 479

合 計 11,468

(8)公 共 施 設 の被 害 状 況

被 害 の 状 況

被 害 主 体 被 害金額 摘 要

発生時 期 被害箇所 被 害 程 度

千円
床上浸水

9月12日
タ イ ル 破 損73㎡

保 育に 支障 な し

邑久 保育 園 666
午 前

園 舎
職員室床破損20㎡

外壁、浄化槽等

9月11日 医 師 住 宅 床上浸水4戸 診療 に 支障 な し

邑久町立病院 300

午 後
看護婦宿舎 〃1棟

計 966
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第4防 災 活 動

1.防 災 ・救援活 動の概要

9月10日 東部地区において、早朝より河川の氾濫による被害発生、裳掛支所を連絡所とし、地元

消防団を中心に防災活動を実施 した。17:00邑 久町災害対策本部を設置して、直ちに情報連絡班に

より各地区の状況を把握 し、対策を協議するとともに水防資材の手配を した。

11日連続的な豪雨により、東部では土砂崩れ、高潮 、河川氾濫による浸水等の被害が随所に続出

し、又、町西部では干田川 ・香登川が増水、地元消防団 、町職員が一体になって水防資材を急送 し

土のう積による堤防補強作業が地元住民総動員で夜を徹 して行われた。

12日 も引続き補強作業が行われ、既にこの頃は西部低地帯は全域が浸水、水防資材の入手搬送は

困難な状態であった。一方、住家の床上浸水も増加 したので、一部の地域には避難命令を出 し、救

出作業を実施 した。

13日 東部一帯における急傾斜地崩壊による被害はさらに増大 した。

また、西部地域では浸水部落に対 し自衛隊の出動を得て舟艇による物資の配送等救援にあたった。

14日漸 く減水 し始め一部を残 し、幹線道路の通行可能な状態となり、防疫作業にかかった。

15日 より本格的に防疫、復旧作業、調査活動を始めた。

16日 は裳掛地区へ自衛隊出動、住居へ流入 した土砂の除去作業が始まり、本部は防疫作業、救援

物資の配給作業とともに被害調査を行 った。また、長島における国立療養所両園では、同島での観

測雨量1.000ミ リに近い記録を示す未曽有の降雨に傾斜地崩壊による被害は激甚を極め、両園対策

本部の不眠不休の対応によるも、本土との救援船不通、連絡電話故障も加わり、救援活動は困難を

極めた。

2.救 援 活 動

1)避 難 所 の 開 設

9月12日 か ら17日にかけて、町内の中学校 ・公民館 ・漁業協同組合 ・地元公会堂 ・愛生園 ・光

明園内等の29カ 所に避難所を開設、実人員で411人 、延べ人員で1,728入 を収容保護 した。

避 難 所 の 主 な る 場 所 次 の と お り

邑 久 邑 久 町 公 民 館 裳 掛 公 民 館 裳 掛 分 館

〃 邑 久 中 学 校 〃 邑久 町 漁 業 協 同 組 合

本 庄 公 民 館 本 庄 分 館 愛 生 園 愛 生 会 館 外9カ 所

笠 加 上 笠 加 公 会 堂 光 明 園 籔 池 会 館 外12カ 所
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2)炊 出 し

公民館、楽々園等で、町職員を動員 して、炊出しを実施、避難所への収容者浸水孤立部落等を

主体に救援を行 ったが、漸次被害地域の拡大により、供給不能 となり、主として救援は乾パ ン食

に切替えた。しか し川舟、ゴムボー ト等を利用 した運搬は困難を極め、地元臨機の処置を得て急

場を切 り抜けた。

炊 出 し 状 況

地 区 延 供 給 数 供 給 期 間

邑 久
食

8,275 9月12日 ～15日

今 城 120 9月12日 ～13日

豊 原 273 9月12日 ～14日

笠 加 340 9月12日 ～14日

裳 掛 404 9月12日 ～14日

愛 生 園 15,300 9月12日 ～15日

光 明 園 269 9月12日 ～14日

計 24,981

3)飲 料 水

9月11日17時 、長島愛生園、水道管破裂による断水との報告を受け、直ちに県本部に対 し給水

船の手配を要請する。風雨強く海路の輸送困難、海上保安部の応援を求め、水道施設の復旧に至

るまで対処 した。

4)生 活必需品の給与

被災者に対 し、被害の程度に応 じて、全壊家屋対象者に布団、半壊家屋、床上浸水家屋対象者

に毛布を配給 した。

5)障 害 物 の 除去

住居内の居室、炊事場等に土砂が流入 し、 日常生活が困難とな った世帯等に対 しては地元で共

同撤去作業にあたるとともに、自力で除去が困難な被災世帯等に対 しては、自衛隊、地元消防団

員の出動を要請 し、重機等建設機械の借り上げを行い対処 した。

6)義 援 金 品

県内外の各地それぞれの団体、個人より、日本赤十字社岡山県共同募金会及び報道機関等その

他民間団体を通 じて寄せ られた救援金品を地元部落委員、民生委員を通 じて被災世帯に配布 した。

なお各方面か ら寄せ られた義援金は、次のとおり。
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義 援 金 の 状 況

↑ 日本赤十字社岡 山県支部に

寄せられた義援金品

区 分 金 額

篤 志 寄 付
円

1,457,000

日本赤十字 社岡山県 支部 に寄せ

られ た もの(報 道関 係 団 体に

寄 せ られ 寄 託 され た もの を 含

む)

7,480,950

岡山県 共同募金 会に寄せ られ た

もの

(NHK岡 山放送局 に寄せ られ、寄託 された ものを含む)

4,310,000

邑久町社会福祉協議会から贈ら

れたもの
500,000

邑久郡社会福祉協議会から贈ら

れたもの
50,000

合 計 13,797,950

a清 掃 活 動

1)し 尿 の 収 集

9月15日 よ り 、特 に浸 水 の激 しか った 邑久 、 今 城 地 区 か ら、順 次 便 所 が 使 用 で き る範 囲 に定 量

収 集 を行 うこ と に よ って 、 使 用 可 能 状 態 に し、 以 後 従 来 ど お りの収 集 と した 。

し 尿 の 収 集 状 況 (単位l)月日地区別

邑 久 福 田 今 城 豊 原 本 庄 笠 加 玉 津 裳 掛 計

9.15 9,080 一 5,900 一 - 一 一 1,500 16,480

16 7,070 一 6,480 一 2,540 1,060 2,000 820 19,970

17 11,300 900 3,770 2,650 一 4,480 1,980
一 25,080

18 10,660 1,150 8,130 3,510 1,480 2,000 一 一 26,930

19 一 200 900 2,300 1,300 6,790 500 560 12,550

20 8,910 一 150 2,000 1,990 一 一 一 13,050

21 6,850 8,570 2,980 1,200 920 - 2,140 . 22,660

22 7,710 1,970 1,290 800 4,700 一 一 600 17,070

23 2,150 一 2,400 - 一 1,650 一 1,580 7,780

24 2,000 一 200 － 一 一 一 一 2,200

計 65,730 12,790 32,200 12,460 12,930 15,980 6,620 5,060 163,770
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2)ご み の 収 集

9月16日 漸 く一 部 を 除 き、 幹 線 道 路 が開 通 した ので 、運 搬 処 理 を 開 始 した 。

ご み 収 集 状 況4防 疫 活 動

水の引いた浸水地区の家屋の床下、便槽およ

びその付近などを消毒するため、保健所、町職

員で指導班を編成 し、地元衛生委員被災者の協

力のもとに消毒剤の配布を行 うとともに、9月

14日から10日間防疫活動を実施 した。

消毒を実施した世帯数 延 べ1,986世 帯

配布及び使用 した薬剤

消 石 灰

グ レ ゾ ー ル

ネ オ ミサ イ ル

823袋(20kg入)

1,280本(500cc入)

10缶(18l入)

車 種 延 台 数 運 搬 量

台2t車5 台23 t41

9.16 3.5t車1 4 11

4t車2 8 19

2t車7 33 59

3.5t車1 4 11

17
4t車3 12 46

11t車2 13 140

2t車8 44 79

3.5t車1 4 11
18

4t車4 30 114

11t車2 16 173

2t車7 36 65

4t車1 4 15
19

8t車1 7 55

11t車1 7 76

2t車3 18 32
20

11t車1 7 76

21 2t車2.5 15 27

計 52.5 285 1,060

5.資 金 の あ っせ ん

1)天 災融資法による経営資金

台風17号 による災害が激甚災害として指定 されるとともに 「昭和51年9月7日 か ら14日までの

間の豪雨及び暴風雨についての激甚災害の指定及びこれに対 して適用すべき措置の指定に関する

政令」が公布 され、適用措置が定め られた。この資金は天災融資法に基づ くもので被害農家が種

苗、肥料、農薬、飼料などの経営資金で、これ らの資金を借入れ し易 いよ うにするため、国、

県、町がそれぞれ負担 して利子補給を行い低利な資金として融通 した。

融 資 状 況

農 協 別 災 害 資 金

邑 久 町 件269 千円68
,000

本 庄 102 30,000

玉 津 52 25,000

裳 掛 52 22,200

計 475 145,200
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2)農 業用施設等整備資金

被災農業施設の復旧を促 し、農業経営の安定を図るため、被害農業者に対 し、農業近代化資金

による農業用施設等整備資金を融通 した。

融 資 状 況

農 協別 農 業 用 施 設 等 整 備 資 金

邑 久 町
件127

108,870千 円

本 庄 16 9,230

玉 津 15 14,340

裳 掛 14 14,030

計 172 146,470

3)災 害 援 護資 金

今回の災害による被災者に対 し、 「災害 弔慰金の支給及び災害援護資金の貸付けに関する条例」

に基づき被害の程度により被災者に融資した。

災 害 援 護 資 金 の 貸 付 け 状 況

被 害 の 種 類 及 び 程 度 限 度 額 適 用 件 数

万円 件

① 世帯主 の1カ 月以上の負傷 35 一

② 家財等の損害

ア、家財の3分 の1以 上の損害 35 11

イ、住 居 の 半 壊 50
一

ウ、住 居 の 全 壊 85 1

③ ①と②が重複した場合

エ、① と②の アが重複 した場合 70
-

オ、① と②の イが重複 した場合 85
一

カ、① と②の ウが重複 した場合 120 一

④ 住居の全体が損壊 し若 しくは、流失 し又は、 これ と同 120 一

等 と認 められ る特別 の事情が ある場合
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第5災 害 復 旧

(1)復 旧予 算 概要(昭 和52年 度末現在)

(単位 千 円)

内 訳

区 分 予 算 額 説 明

51年 52年

・災 害 救 助 費 16,755 16,755 地 被災家屋障害物除去その他災害救助関係

・予 防 費 2,293 2,293 - 伝染病予防等防疫作業関係

・災害援護資金 貸

付金
4,700 4,700 一 被災世帯に対する貸付金

・災害資金利子補
9,662 285 9,377

天災融資法に基づ き、災害資金 を融資 し

給補助 た金融機関に対する利子補給補助金

・農業用施設等整 農業用施設の被害農 業者 に対 し、農業近

備資金利子補給 4,690 124 4,566 代化資金をベ ースに上乗せ の利子補給補

補助 助金

・農作物種子確保 被害農 家の負担を軽減するため 、再生産

事業補助
3,261 3,261 一

に必要な種子購入費補助

・農作物緊急対策

事業補助
3,400 3,400 一 水稲ほか緊急防除に必要な薬剤費補助

・農 地 農 業 施 設

災害復旧費
229,571 86,244 143,327 農地災害及び農業施設の復旧事業費

・林道災害復旧費 9,469 4,819 4,650 林道復旧事業費

・治 山 施 設 災 害

復 旧費
23,381 7,400 15,981 林地崩壊防止事業費

・土 木 施 設 災 害

復 旧費
219,741 86,910 132,831 道路、河 川復旧事 業費

・教 育 施 設 災 害

12,944 12,594 350 幼、小、中学 校施 設復 旧事業費
復旧費

計 539,867 228,785 311,082
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(2)関 連 事 業

① 河川激甚災害対策特別緊急事業

昭和51年 度には じめて設けられたこの事業の適用を受け、抜本的な河川の改修計画に対処

することとした 。

この河川激特とは、激甚な災害(浸 水家屋2,000戸 以上)を 受けた地域について、一定期

間(5カ 年程度)で 河川を改修 し、再度災害 の防止を図 るもので事業の範囲は全体事業費

10億円以上で、一般被害額を最高限度額としている。

今回、国直轄事業と一体に県営事業として本事業に取組むものである。

事業計画の概要は次のとおりである。

事 業 計 画 の 概 要(県 営事業)

全 体 流 域 計画高 浸 水 浸 水 耕 地
河 川 名 位 置 計 画 概 要 水流量

事 業 費 面 積 (m3/S) 面 積 戸 数 面 積

(百万円) 放水路及 び河道 ｋ㎡ ｋ㎡ 戸 ha

吉 干 田 川 邑久町福元 3,520 改 修L=1332m 44 215 18.2 2,313 1,065

橋 梁3橋

井
河道改修L=1430m

川 千町西川 岡山市乙子 2,250
橋 梁3橋 47 150 17.8 2,212 1,097

支

川 計 5,770

(上 記の 中、国 直轄事業 分)

河 川 名 位 置 事 業 費 計 画 概 要

干 田 川 邑 久 町 福 元
(百 万 円)

2,420 ポ ン プ15m3/S、 水 門1カ 所

千 町 西 川 岡 山 市 乙 子 1,650 〃10m3/S、 〃1カ 所

計 4,070

② 東備価播開発有料道路 と災害 事情

町を挙げての大事業 として取組み、共用開始直前の災害であ ったため、良きにつき、悪き

につけ、道路と洪水の関連についての論議が出た。このため町として、水稲被害については

岡山大学農学部で、工学的関係については、神戸大学工学部に専門的調査を委託 し、因果関

係なしの結論を得 るとともに、非常時に利用できるよう取合道3カ 所を設けるなど災害の経

験を生か し将来の備えとした。
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あ と が き

記録 を ま とめてい る と、 ゴムボー トでの救援 作業、激 しい 雨音 の中で 断続 的に入 る被

害通報 の電話 、当時 の情 景が生 々し く蘇え って くる。

しか しその 当時の記録写 真は ほ とん どな い。急場 でそ こまで考 えがつか なか ったよ う

だ。

今年 は、二百十 日 も無事 に過 ぎ、千 町平野一 面の稲作 の出来 ばえは上 々であ る。

"災害 は忘れ た頃にや って来 る、平穏 無事を祈 ると ともに、高 い代 償を払 った一 昨年

の苦 い経 験 を無 に しないよ う日頃か ら備えが必 要 だ と思 う。
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